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「組み木作り」を通して�
思うこと�

小黒三郎�
（組み木デザイナー）�

組み木�
《円武者》�

三年ほど前から「木育」と�いう言葉が大学の教育学部の�教�

授から言われ始めた。木の�おもちゃを作り始めた四十年�前�

から，木育を�し�てきたと自分では思って�いる。�

　図工，美術，技術の教科�が目指�し�て力を入れて欲�し�いの�

は，木の文化を育てること�である。今の子どもたちは，�金�

づちも，のこぎりも，正�し�い使い方を知らない。家庭に�道�

具箱がなくなって，あるの�は�ド�ライバーとラジオペンチ�く�

らいである。ナイフを使っ�て思わず指先を切り，血を出�す�

経験は，昔は誰でもあった�のだが…。�

　�

　組み木の雛を収める容器�と�し�て，十年ほど前から曲げ�わ�

っぱを使い始めた。楕円形�は木ロクロで挽けないので，�昔�

から作られてきた曲げわっ�ぱに木片を収納�し�ようと思った�

のである。五段飾りで五個�使うので百個注文�し�たら業者に�

喜ばれた。昔はお弁当箱に�使われ，かなり作られてきた�の�

だが，今は作る職人もそれ�ほど多くはいない。木の伝統�工�

芸を育てるためにも，幼い�頃から木に親�し�みを持ち，木を�

使う文化を育ててゆきたい�ものと思う。�

　�「組み木」�という木のおもちゃを作り始�めたのは，中学校�

の美術教師を九年勤めた�あと，盲学校へ転任�し�た三十代の�

初めの頃からである。全�盲児にさまざまな形を触察さ�せた�

かった。それには木材を�電動糸のこで加工するのが便�利だ�

った。�

　盲学校と養護学校に十�二年勤めている間に，弱視生�徒が�

幾何形だけでなく，動物�などの具象形も好んだので，�動物�

の親子や家族をテーマに�し�，多くの組み木を教材と�し�て作�

った。この十二年間の体�験は，おもちゃデザイナーと�なる�

ための基礎を私に学ばせ�た貴重な修養期間だった。�

　�

　組み木は積み木と比べ�たら，まだまだマイナーの世�界で，�

初めて見たという人が多�い。電動糸のこで老若男女，�小五�

の子どもでも作れる。オ�ホーツクから沖縄まで全国各�地の�

小学校の五，六年生を対�象に，これまで述べ百校くら�い訪�

ねて，�「組み木の百分授業」�を�し�てきた。子どもたちから触�

発されて発想を得ること�も多かった。�

　小学校の授業の�し�めくくりにいつも言う言葉�は，手を充�

分に使いなさい。頭でよ�く考えなさい。心を働かせて�想像�

し�なさい。この三つであ�る。ものづくりのもっとも大�切な�

「手�と�頭�と�心」の�働�き，こ�れ�を�忘�れ�な�い�た�め�に「Hand，�

Head，Heart」の三つのHと覚えさせる。�

　もの�づく�りだ�け�でな�く，この�三�つの�Hは生�き�る力�を与�え�

てくれる。実は，故・勝�見勝さん�（デザイン評論家）�の全集�

を読んで知った言葉で，�文豪ゲーテの言葉だった。�

　�

　今は各地で組み木作り�のワークショップを開いてい�る。�

オグロ　サブロウ�
　1936年東京都生まれ。多摩美大�絵画科�（油絵）�卒。小黒三郎組み�木館�「�ズー�ト�ピ�ア」�館長�（熊本県阿蘇郡小国�町）�。日本おもちゃ会議�会員。日本クラフ�ト�デザイン協会会員�。神奈川県内�

の盲学校，�養護学校で勤務�し�ながら教具作りを始�める。�1980年にネフ社�（スイス）�とデザイン契約。�ヨーロッパで製品化�を始める。�1981年に教職を辞�し�た後，�1983年に�木のおもちゃ�

メーカー�（有）�遊プランを創設。1995年に小黒三郎組み木館「ズー�ト�ピ�ア」をオープン。�現在では，国内にとど�まらず，海外でも組み�木の実技指導やワー�クショップを行ってい�る。�
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1957年大阪府生まれ。大阪大学大学院工学研究科博士課程前期修了。�
大阪大学助手，(株)日本総合研究所，熊本大学講師，助教授，准教授を経て現在，
熊本大学教授。主な著書に，『イラストでつかむ 子どもに「学習プレゼン能力」
を育てるノウハウ』明治図書（分担執筆），『漫画で納得あなたの授業が大変身！ 
ITを自由自在に活用するヒント』明治図書（分担執筆）がある。�

�
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示されなければ周囲の人が混乱することは自明である。�

明確な�ビ�ジョンはどのような立場でも重要である。�

　熟練教師の授業をある単元に関�し�て継続的に観察�し�

てみると，次のことがわかる。�

　１）教師も子どもたちも現時点ですることを理解�し�

ている。�

　２）教師も子どもたちも次に何をするかを知ってい�

る。�

　簡単なことであるが，以上のことをするためには授�

業に対する�ビ�ジョンが明確であると同時に，それが明�

示されて，教師と子どもたちの間で共有されているこ�

とが必要である。�

　�

3．教師の�ビ�ジョン�

　図１と図２は平成21年の７月から９月にかけて私の�

研�究�室�で�実�施�し�た�全�国�都�道�府�県�の�生�徒�数�200人�以�上�を�

目安と�し�た中学校　�300　�校�（私立を除く）�を対象にアンケ�

ー�ト�を行った結果の一例である。回答数は　�136校　�であ�

った。学習指導要領の改訂にともなって，計測・制御�

はどのように扱われているのかを調査するために実施�

し�た。�

　計測・制御に関する内容が必修になったことから，�

準備はできているかどうか，すでに実施�し�ているのか�

どうかを知るために質問を行った。図１は「プログラ�

ムによる計測・制御に関する授業を行っていますか。�

また，平成24年度以降にプログラムによる計測・制御�

が必修となった際の授業内容を予定�し�ていますか。�」�に�

対する回答である。現在３／４の学校が計測・制御の�

授業を実施�し�ていないと回答�し�，４割の学校で授業内�

容について未定であると�し�ている。�

　つまり，多くの学校で明確な�ビ�ジョンを示す状態に�

はない。その原因は何であろうか。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

4．知識と経験�

　図２は「プログラムによる計測・制御に関する授業�

を行う上で，�何が難�し�いと思いますか。�（複数回答可）�」�

に対する回答である。�「費用がかかる」�の回答が最も多�

く，次いで「自身の制御に関する教育に関する知識に�

不安がある」�，�「制御に関する教育の実践経験がない�（少�

ない）�」が多く，いずれも回答校数の約4割である。図�

１の授業内容は未定であると回答�し�た割合にほぼ一致�

する。すなわち，予定が未定なのは知識と経験への不�

安が原因のようである。�「時間が足りない」�の回答が多�

いと予想�し�ていたが，そうではなかった。金・教養・�

経験の３Kが足りないようである。�

　�し�たがって，費用に対する困難さを除けば，教師が�

計測・制御に関する学習を行い実践�し�てみることが，�

教師の不安を解消�し�，明確な�ビ�ジョン形成への第一歩�

である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

5．おわりに�

　３D映画の売り上げが好調ら�し�い。�となれば，�これか�

ら益々３D映画の本数が多くなるだろう。�し�か�し�，�３D

だからといって，良い映画とは限らない�し�，それだけ�

で売り上げが良くなるわけではない。シナリオ，俳優，�

スタッフ，環境，資金，技術，時間，広報なども関係�

する。そ�し�てそれらを基盤と�し�て，実現するための�ビ�

ジョンが必要であろう。�

　教師にとっても同様である。知識と経験を獲得する�

ことは重要であるが，知識と経験だけで仮想化すると�

迷走�し�て�し�まう。�ビ�ジョンが加わることによって教え�

ることへのリアルな３次元が実現するのである。�

1．3Ｄ到来�

　３Dが華やかだ。�映画館やテ�レ�ビ�の話である。�３Dと�

言っても3次元物体が現実にあるわけではなく，�裏側を�

見ることはできない。厳密には２次元映像の立体知覚�

である。�あらゆる角度から立体的に見える本格的な3次�

元映像を映画と�し�て楽�し�むまでには至っていない。�し�

か�し�，それでも飛び出�し�て見える映像を初めて見ると�

驚嘆する。今のところ映画館では専用の眼鏡をかけな�

いと�３�Dを実�感�でき�な�いの�が�煩わ�し�いが，映�像�の素�晴�

ら�し�さには感心する。�将来はリアルな3次元画像表示に�

よって四方八方から見ることができるようになり，今�

までとは全く異なる形の映画館が登場するかも�し�れな�

い。�

　�

2．明確な�ビ�ジョン�

　残念�なが�ら�家庭�で�３D映�画�を見�る�こと�はよ�う�やく�始�

まったばかりで，�ほとんどは２Dのままである�。�映画館�

のよ�うな�大�画面�での�臨�場感�や３�Dを�味わ�え�ない�に�し�ろ，�

家�庭�で�ネ�ッ�ト�配�信�や�DVD，Blu-rayデ�ィ�ス�ク�な�ど�の�媒�

体を通�じ�て映画や番組を観ることはすでに一般的にな�

っている。そのなかでも，販売�し�ているディスクの映�

画を観ると，原語と日本語吹き替えの切り替えや字幕�

表示の切り替えができることはもちろんのことである�

が，�特典と�し�て，�本編では削除された場面やNG集，�本�

編とは異なるエンディング，俳優・スタッフ紹介，監�

督による解説，予告編などがあり，メイキングと称す�

る制作の背景・過程・裏話などを紹介�し�たものも含ま�

れている。映画館では観ることができない内容を知る�

ことができるのはとても面白い。�

　外国映画のメイキングを観ていると，俳優やスタッ�

フによる監督に対する評価がある。�「監督には明確な�ビ�

ジョンがある。�明確な指示があって，�理解�し�やすい。�」�

などと言う。ここでいう�ビ�ジョンとは将来の展望ある�

いは構想などを意味�し�ているのであろう。意地の悪い�

見方をすれば，明確な�ビ�ジョンやイメージを持たず，�

行き当たりばったりで，いい加減な指示�し�かせず，理�

解不能な監督がいるということなのだろうか。明確な�

ビ�ジョンや計画・予定・目的・目標がなく，�し�かも明�
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1963年　埼玉県生まれ。�
埼玉県中学校教諭，さいたま市中学校教諭，元文部科学省国立教育
政策研究所教育課程調査官。現在さいたま市教育委員会学校教育部
指導2課主任指導主事。�

�

家庭科で学ぶ基本的な技能の習得とともに，実生活�

で必要な補修の場面に応�じ�た対応を考えさせる指導�

の工夫�

③幼児や高齢者の心身の特徴がイメージできるような�

具体的な場面を設定�し�て考えさせ，実践につなげる�

指導の工夫�

　�

「Ｄ　�身近な消費生活と環境」�

【調査結果から見え�てきた課題】�

　�

　�

　�

　�

【学習指導の改善】�

　①②日常生活の中における具体的な事例を通�し�て，�

消費者と�し�ての適切な行動や環境に配慮�し�た生活を考�

える力を育成する必要がある。そのためには，衣食住�

や家族に関する学習の中に，身近な消費生活や環境問�

題と結びつけた具体的な事例を取り入れた指導を行い，�

確実な概念形成を図ることが大切である。例えば，Ａ�

の内容においては，遊び道具やその材料選択，購入な�

ど，Ｂの内容においては，食品の選択，環境に配慮�し�

た調理，ゴミの分別など，Ｃの内容においては，衣服�

の表示と選択，リサイクル，環境に配慮�し�た水や洗剤�

の使い方，室内環境の整え方などと関連させ，具体的�

な場面を取り上げて様々な角度から考え，工夫させる�

実践的な学習をすることが有効である。�

　�

終わりに�

　調査とともに行った質問紙調査からは，家庭分野の�

内�容�が「好�き�だ」�「経�験�が�あ�る」と�回�答し�た�生�徒�の�方�

が，正答率が高い問題が多数見られた。これら生徒の�

実態を考慮�し�，これからの社会で求められる能力等の�

育成を目指�し�た授業の実践に努めていただきたい。�

は�じ�めに�

　平成21年３月，国立教育政策研究所より「特定の課�

題に関する調査」の結果が報告された。この調査は，�

平成19年に約１万６千人の中学３年生を対象に実施さ�

れ，技術・家庭における基礎・基本となる知識と生活�

で活用する力の実現状況をペーパーテス�ト�で，基礎・�

基本となる技能の実現状況を実技調査で把握�し�たもの�

である。技術・家庭科についての全国規模の学力調査�

は41年ぶりであり，実技調査は初めての試みである。�

この調査の分析を今後の学習指導に生かすため，ここ�

では，調査結果から見えてきた生徒の課題とその実態�

を踏まえた今後の学習指導の改善について新学習指導�

要領の４つの内容ごとに解説する。�

　�

「Ａ　�家族・家庭と子どもの成長」�

【調査結果から見え�てきた課題】�

　�

　�

　�

　�

【学習指導の改善】�

①家庭生活の中の具体的な家族とのかかわりの場面を�

想定�し�たロールプ�レ�イングや，よりよいかかわり方�

を考えられるような資料を用いた話�し�合い活動を取�

り入れ，家族関係をよりよくする方法を考えさせる。�

②実際に幼児を観察�し�たり，幼児との触れ合い体験等�

の実践的・体験的な学習活動を取り入れることで，�

幼児とのかかわり方を体得させる。また，その体験�

をより効果的にするために，体験の目的や観察のポ�

イン�ト�を明確にすること，事前・事後指導を充実さ�

せること，体験を振り返り，感�じ�たことや分かった�

ことを�レ�ポー�ト�にまとめたり発表�し�たりするなどの�

言語活動を充実させ，概念的な把握を促す指導をす�

ることなどが大切となる。�

「Ｂ　�食生活と自立」�

【調査結果から見え�てきた課題】�

①家族との具体的なかかわりを考えること�

②幼児の観察を通�し�て，�ことば，�情緒・社会性，�運�

動�機�能�に�つ�い�て�年�齢�に�よ�る�幼�児�の�行�動�の�特�徴�を�

読み取ること�

①�通�信�販�売�で�購�入�し�た�商�品�の�正し�い�返�品�方�法�や�消�

費者を保護するための制度の理解�

②�カ�ー�ド�な�ど�の�目�に�見�え�な�い�金�銭�の�動�き�に�関�す�る�

理解やリサイクルなどの正確な理解�

【参考文献】�

　�「学習指導要�領解説技術・家�庭編」文部科学省�H20

　�「特定の課題�に関する調査」�国立教育政策研究�所�

①�栄�養�素�や�食�品�群�に�関�す�る�理�解�や�そ�れ�を�活�用し�た�

献立の作成�

　�

　�

　�

　�

【学習指導の改善】�

①・栄養素や食品群，旬などについて身近な食品と結�

びつけて具体的に学習させたり，学校給食などを�

活用�し�，日常的に栄養や献立について考えさせ，�

知識の定着を図る。�

　・学習�し�た栄養や食品の知識を活用�し�て１日分の献�

立に不足�し�ている栄養やそれを補う方法を考える�

ような課題解決の場面を繰り返�し�設定する。�

②栄養や旬を考えて食品を選択・購入する体験を取り�

入れるなど，実践的な学習をする。�

③調理実習においても，効率よく安全に切る方法，煮�

える時間を考えた厚さ，食べやすい大きさなどを考�

えさせる場面を設定する。�

④小学校における計量などの基礎・基本を徹底�し�，実�

態に応�じ�て，不十分な知識・技能については中学校�

で再度取り上げ定着させる。�

　さらに，自分たちで整えた献立を実際に学校や家庭�

でつくるなど，献立の学習と調理を一体化させ，学ん�

だ知識を実践に生かす態度を養うなど様々な工夫によ�

り，学校全体と�し�て魅力ある食育を推進�し�，子ども達�

の健全な食生活の実現を図ることが望まれる。�

　�

「Ｃ　�衣生活・住生活と自立」�

【調査結果から見え�てきた課題】�

　�

　�

　�

　�

　�

【学習指導の改善】�

①実感を伴う観察・実験などを取り入れ，体験的に理�

解させたり，環境への影響を考えさせたりする指導�

の工夫�

②製作においては，�小学校家庭科，�及び，�中学校技術・�

①洗剤の量による汚れの落ち方についての理解�

②�衣�服�の�補�修�・�製�作�の�基�本�的�な�技�能�とし�て，玉�ど�

め，玉結び，まつり縫いを適切に行うこと�

③家庭内事故の要因を，�幼児や高齢者の特徴をふま�

えて具体的に考えること�

②旬の一般的な特徴などの理解�

③食材の効率的で安全な切り方などの技能や，�料理�

に適�し�た材料の厚さの理解や切り方の工夫�

④�計量�スプー�ン・計�量カ�ップの�容量に�ついて�の理�解�



図1  ベースとなる模型車�

図2  光エネルギーに変換する装置（左）と�
　　電気エネルギーとして蓄える装置（右）�
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技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

エネルギーの有効利用に関わる教材開発�
～回生ブレーキ装置～�

北海道札幌市立新陵中学校　本間 正和�

4．授業展開につい�て�

　授�業�展�開�は�以�下�の�３�つ�の�流�れ�で�構�築�す�る�こ�と�にし�た。�

を発電機と�し�て作動させ，運動エネルギ�ーを電気エネルギ�

ーに変換�し�て回収することで制動をかけ�る電気ブ�レ�ーキの�

一手法。発電時の回転抵抗�を制動力と�し�て利用するもので，�

電力回生ブ�レ�ーキ，回生制動とも呼ばれ�る。電動機を動力�

とするエ�レ�ベータ，電車，自動車他，広�く用いられる。こ�

のように従来利用されてい�る摩擦ブ�レ�ーキが熱エネルギー�

に変換されていることから�考えても，回生ブ�レ�ーキはエネ�

ルギー環境に配慮�し�た次世代のブ�レ�ーキであると考える。�

3．教材について�

　開発�し�た回生ブ�レ�ーキの教材は，図１の模型�車がベース�

となる。手回�し�発電機により模型車のモ�ータが駆動�し�，コ�

ン�ト�ローラ手元のスイッチを切り�かえることでモータが発�

電機と�し�て作動する仕組みになっ�ている。また，回生ブ�レ�

ーキの仕組みを理解�し�やすいように２つの付属�品を準備�し�

た。電球を配線することに�より，光エネルギーに変換�する�

装置と，蓄電池を接続す�

ることにより電気エネル�

ギーと�し�て蓄えられる装�

置である�（図２）�。回路の�

構成は図３のようになる。�

各班に２台，予備を含め�

20台作成�し�た。�

1．は�じ�めに�

　現在，人類が次の世代�にこの地球を残す上で先送り�でき�

ない問題の筆頭は，エネ�ルギー環境問題である。地球�温暖�

化により北極の氷が減少�し�，世界的異常現象がおきる�など�

その問題はますます深刻�化�し�ている。そのような中，�これ�

からの時代を築く上で中�心となる子どもたちが，安全�で豊�

かな生活を送るためにも�，エネルギー環境についての�学習�

をすることはますます重�要となってくると考える。�

　ところが，生徒たちの�現状をみると，日常生活�し�ている�

中でこの問題に関心をも�ち深刻に受け止めている生徒�が少�

ないのが現状といっても�過言ではない。そこで，この�エネ�

ルギー問題に関心を持っ�て取り組めるようにすること�が必�

要と考え，この題材を設�定�し�た。�

　さて，私たちは，実生�活の中で技術の進歩がこの問�題に�

大きく貢献�し�ていることに気づかず生�活�し�ていることが多�

い。白熱電球が蛍光灯へ�と変わり，信号機も電球型か�ら発�

光ダイオー�ド�型へと変わる。家庭では�消費電力が少ない節�

電型の大型電化製品が出�回るなどエネルギー消費を抑�える�

ものが増えてきている。�そのような中，近年は回生ブ�レ�ー�

キなどのように，今まで�取り戻せなかったエネルギー�をさ�

らに有効に利用する技術�が開発され実用化されてきて�いる。�

し�か�し�，生徒はこのような技術�の存在さえ知ることがなか�

ったり，意識することな�くその恩恵を受けているのが�現状�

である。�

　そこで本授業では，そ�のような意識化されていなか�った�

部分に視点をあて，これ�までのような消費エネルギー�を少�

なくする発想から，無駄�に�し�ていたエネルギーに着目�する�

ことに主眼をおき授業構�成することと�し�た。本題材では私�

たちが生活�し�ている身の回りを振り返�りエネルギーをさら�

に有効に使うための関心�を高め，新たな技術を創造す�るき�

っかけがつかめればと考�え本題材を設定�し�た。�

　�

2．回生ブ�レ�ーキについて�

　回生ブ�レ�ーキは，通常は駆動力と�し�て用いているモータ�

①電球を配線�し�光エネル�

ギーに変換することで�

回生ブ�レ�ーキの原理を�

学習する。�

　�

　�

②蓄電池を配線�し�蓄えた�

電気エネルギーでモー�

タを動か�し�再利用でき�

ることを学習する。�

　�

　�

③身の回りの生活で回生�

ブ�レ�ーキやエネルギー�

を有効利用できる場を�

検討する。�

　技術・家庭科の学習は身�の回りの生活と結びつけるこ�と�

が大切であるため，③の展�開が重要であると考えた。�

　①の展開では，模型車を�駆動させスイッチを切り替え�る�

とブ�レ�ーキとともに電球の光る様�子から，運動エネルギー�

が光エネルギーに変換され�る回生ブ�レ�ーキの原理を学習す�

ることができた。②の展開�では，回生ブ�レ�ーキをかけるこ�

とで蓄電池に電気が蓄えら�れ，10回ほどブ�レ�ーキをかける�

ことで，約10秒モータを回�転させることができた。③の�展�

開では，教科書で取り上げ�られているハイブリッ�ド�カーや，�

新聞で取り上げられた札幌�市内で実験走行されている路�面�

電車を例に，回生ブ�レ�ーキやエネルギーの有効利�用が考え�

られる場を班ごとに検討さ�せた。その結果，回生ブ�レ�ーキ�

の活用と�し�て，電動自転車，エア�ロバイク，飛行機，船，�

掃除機，換気扇等の例を，�エネルギーの有効利用と�し�て暖�

房の余熱でお湯を沸かす例�を挙げることができた。�

　また，生徒の感想から回�生ブ�レ�ーキの原理を楽�し�く学習�

することができた。エネル�ギーの有効利用を考える良い�機�

会となったという生徒が多�く，中には，回生ブ�レ�ーキの利�

用が広まっていない現状か�ら問題点を考える生徒もいた�。�

　�

5．まとめ�

　技術・家庭科は日常生活�と関わりが深いため，生活に�結�

びつく教材を準備�し�，学習意欲を向上させること�が重要で�

ある。生徒にとって回生ブ�レ�ーキは馴染み深くなかった�が，�

ハイブリッ�ド�カーは誰もが知っており，�その秘密に興味を�

感�じ�る生徒が多かった。ま�た，生徒が実際に操作できる�動�

く模型は，わかりやすく楽�し�い授業につながり，学習意�欲�

を向上させることができた�と感�じ�ている。�

　成果と�し�ては，エネルギーの有�効利用に関する授業の構�

築ができたこと。回生ブ�レ�ーキの教材を具現化�し�た教材の�

開発ができたこと。身のま�わりの生活におけるエネルギ�ー�

の有効利用についての意識�向上ができたことが挙げられ�る。�

　課題と�し�ては，エネルギーの有�効利用についてのさらに�

効�果�的�な�教�材�開�発�を�続�け�て�い�き�た�い�こ�と。他�教�科�（�特�に�理�

科�）�と�の�学�習�内�容�の�つ�な�が�り�を�検�討�す�る�必�要�が�あ�る�こ�と�が�

挙げられる。今後も技術の�進歩に応�じ�て継続的な実践研究�

を行っていきたいと考える�。�

　�

　�

　�

【参考資料】�

　フリー百科事典�『ウィキペディア�（Wikipedia）�』�（http://ja.wikipedia.

org/wiki /）�　�の回生ブ�レ�ーキの項目�
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家庭科・図工科と食育の教科横断的な実践�
奈良県奈良市立東登美ケ丘小学校  校　　　長　川本　敦子�

栄 養 教 論　吉田　廣子�
家庭科担当　田中香奈子� 【買い物学習】�

【ワークシート】�

【弁当診断チャート】�

【弁当の調理実習】�

【弁当のでき上がり】�

③スペシャル弁当を作ろ�う�

　そ�し�て，調理実習で弁当を作�るため「献立の立て方のポ�

イン�ト�」�「奈良県の地場産物であ�る大和野菜の紹介や旬につ�

いて」などの学習を行い�，グループで話�し�合い，献立の計�

画を立てた。�

　弁当の食材の費用には�，その日の給食費を充てた。�食材�

の購入については，�「物や金銭の使い方と買い�物」�の体験学�

習と�し�て，調理実習の前日に，�近くのスーパーマーケッ�ト�

に学級ごとに買いに行く�ことに�し�た。調味料や野菜はまと�

めて，そのほかの食材は�グループごとの購入と�し�た。家庭�

科教諭が，スーパーマー�ケッ�ト�に事前に連絡を入れたり，�

児童に買い物のマナーや�注意事項の確認を行ったり�し�，学�

級担任と栄養教諭も付き�添って買い物学習を実施�し�た。児�

童は，各グループごとに�，�「班長・会計係・記録係」�の役割�

を決め，量や価格，新鮮�さなどを話�し�合いながら買い物を�

することができた。持っ�てきたエコバッグに商品を移�し�替�

え，学校に戻った後，�レ�シー�ト�と合わせて会計報告と買い�

物をするときに気をつけ�たことをワークシー�ト�に記録�し�た。�

　児童は，日ごろから保�護者と一緒に買い物を�し�ているが，�

自分たちで，探�し�たり選んだり購入�し�たりする経験は少な�

い。そのため，野菜の鮮�度や種類，缶詰のスイー�ト�コーン�

とクリームコーンの違い�などで迷っていたグループも�あっ�

たが，食材の産地や賞味�期限についても確認�し�ながら購入�

し�ていた。児童にとって�，大変よい体験・経験ができ�たの�

ではないかと思う。�

ンスを確認�し�た。続いて新学習指導要領�改訂により導入さ�

れる「五大栄養素」の学習�につなげた。この学習では�，家�

庭科教諭と栄養教諭がティ�ームティーチングで行った�。家�

庭科教諭が家庭科の目標を�押さえ，栄養教諭が専門的�な知�

識を生か�し�，�「五大栄養素」�を児童が自分の体験や生活�に結�

び付け，理解できるように�わかりやすく，また興味深�く学�

習することができた。�

②コン�ピ�ューターで栄養診断�

　次に，オリジナルソフ�ト�を使い，コン�ピ�ューターで紙粘�

土弁当の栄養診断を行った�。栄養三色や五大栄養素の�分け�

方は，食材の品数がもとに�なる。例えば，弁当箱の半�分く�

らいの量を占めるごはんと�少�し�のゴマも同じ１つにカ�ウン�

ト�される。オリジナルソフ�ト�での栄養診断では，当て�はま�

るおかずの番号を選び，量�はアルミのカップ１つ分を�１ポ�

イン�ト�，�半分なら0.5ポイン�ト�と入力すると，�チャー�ト�グラ�

フに五大栄養素の栄養量の�バランスが表される。�

1．は�じ�めに�

　新�学�習�指�導�要�領�の�改�訂�に�よ�り�，�　�第�一�章　�総�則�に　�「�学�校�に�

おける食育推進は，学校�教育活動全体を通じて行うこ�と」�

と明記された。�

　各校では，計画的に食�育を推進するため，児童生徒�の発�

達段階に応�じ�継続的に，また特別活動�や総合的な学習など�

を含む各教科の横断的な�取り組みを推進するために学�校全�

体の「食に関する指導の�年間指導計画」を作成�し�ている。�

　今回は，本校で「お弁�当」を題材に図画工作科と家�庭科�

のそれぞれの目標を達成�し�，食育に取り組んだ実践を�紹介�

する。�

　�

2．実践について�

（1）�　�図画工作科の学習�

　図画工作科では，紙粘�土を主材料に，これまで食べ�た自�

分の弁当や家庭科での学�習をもとに，自分が食べたい�と思�

う弁当を考え，本物そっ�くりに作るという立体表現学�習を�

行った。児童たちは，料�理の本やスーパーのちら�し�などを�

参考に�し�，本物の料理や食材の形・色�・質感に近づけるよ�

うに工夫を�し�ながら取り組むことがで�きた。�

3．終わりに�

　今回，教材と�し�た「お弁当」は，児童�にとって遠足や運�

動会などの特別な日のもの�であり，楽�し�みで魅力のあるも�

のであるため，興味関心が�高く，意欲的に取り組むこと�が�

できたと感�じ�た。�

　また，学年の担任と家庭�科教諭，栄養教諭が指導計画�を�

話�し�合い，連携を密に取り�組むことができたことが成果�に�

つながったのではないかと�思う。�

　今回の取り組みは，食に�関する指導目標である「食事�の�

重要性」�「心身の健康」�「食品を選択する力」�「感謝の心」�「社�

会性」�「食文化」�のすべてに関連させるこ�とができたのでは�

ないかと考える。児童には�，これらの学習を，各家庭で�日�

々の生活の中で，活か�し�てくれることを願ってい�る。�

　この学習では，自分の弁�当の栄養バランスが視覚に�より�

理解できるだけではなく，�たまご焼きや果物など単品�の栄�

養的な特徴を知ることもで�きる。児童は「無機質がと�りに�

くいがどうすればいいのか�」�「�レ�タスを選んでいるがビ�タミ�

ン�が�と�れ�な�い」�「和�食�の�組�み�合�わ�せ�は�バ�ラ�ン�ス�が�と�り�や�す�

い」�「好きなものばかり組�み合わせると脂肪が多くなる�」�な�

どの疑問や気づきが多くあ�った。�

（2）�　�家庭科の学習�（全10時間）�

①五大栄養素を知ろう�

　家庭科では，図画工作�科で作った紙粘土の弁当のメ�ニュ�

ーを，５年生から学習�し�ている栄養三色に分け栄養の�バラ�
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小学校家庭と中学校技術・家庭「家庭分野」の系統性…その１�

小学校家庭と中学校技術・家庭「�家庭分野」の学習指導は，次のよう�に系統化をはかることができます。�

小　学　校�

5　年� 6　年�

学校種�

学習内容�

A
（1）�　�自分の成長と家�族�
　　　�ア　自分の成長を自覚す�ることを通�し�て，家庭生活と家族の大切さ�に気付く。�

○成長�し�たわた�し�たち�
　�

（2）�　�家庭生活と仕事�
　　　�ア　家庭には自分や家族�の生活を支える仕事があるこ�とが分かり，自分の分担す�る仕事ができる。�

イ�　�生�活�時�間�の�有�効�な�使�い�方�を�工�夫�し�，�家�族�に�協�力�す�る�。�

○くふう�し�よう　朝の生活�
　・生活時間を見直そう　　・共に過ごす時間をつくろう�

○できるようになったかな　家庭の仕事�
・わた�し�にできる家庭の仕事を増やそう�
・家族に協力�し�て仕事を�し�よう�

（3）�　�家族や近隣の人�々とのかかわり�
　　　�ア　家族との触れ合いや�団らんを楽�し�くする工夫をする。�

○くふう�し�よう　楽�し�い食事　�・家族と楽�し�く食事を�し�よう�

イ　近�隣�の�人�々�と�の�か�か�わ�り�を�考�え，自�分�の�家�庭�
生活を工夫する。�

○考えよう　これからの生活　・わた�し�たちの生活と環境�
・感謝の気持ちを伝えよう　・人びとや環境とのかかわり�

○家族とほっとタイム�
・楽�し�い団らん�
・つながりを深めよう�
　�（お茶の入れ方，簡単なおやつ）�

　�家�
族�
・�
家�
庭�
と�
子�
ど�
も�
の�
成�
長�

　�家�
庭�
生�
活�
と�
家�
族�

小�

B

　�食�
生�
活�
と�
自�
立�

　�日�
常�
の�
食�
事�
と�
調�
理�
の�
基�
礎�
 �

（1）�　�食事の役割�
　　　�ア　食事の役割を知り，�日常の食事の大切さに気付く�。�

○元気な毎日と食べ物　�
・�ど�ん�な�食�品�を�食�べ�て�い�る�だ�ろ�う　・�バ�ラ�ン�ス�の�よ�い�食�事�
を�し�よう�

○くふう�し�よう　朝の生活　・朝食を考えよう�
　�
　�

イ　楽�し�く食事をするための工夫�をする。�

○は�じ�めてみよう　クッキング� ○くふう�し�よう　楽�し�い食事　�・家族と楽�し�く食事を�し�よう�

（2）�　�栄養を考えた食�事�

ア�　�体�に�必�要�な�栄�養�素�の�種�類�と�働�き�に�つ�い�て�知�る�。�
イ�　�食�品�の�栄�養�的�な�特�徴�を�知�り�，�食�品�を�組�み�合�わ�せ�
て�と�る�必�要�が�あ�る�こ�と�が�分�か�る�。�

ウ　１食分の献立を考える�。�

○元気な毎日と食べ物�

○くふう�し�よう　朝の生活　　・朝食を考えよう�
○くふう�し�よう　楽�し�い食事�
・バランスのよいこんだてを考えよう�

（3）�　�調理の基礎�
　　　�ア　調理に関心をもち，�必要な材料の分量や手順を考�えて，調理計画を立てる。�

　　　�イ　材料の洗い方，切り�方，味の付け方，盛り付け，�配膳�（ぜん）�及び後片付けが適切に�できる。�

　　　�オ　調理に必要な用具や�食器の安全で衛生的な取扱い�及びこんろの安全な取扱い�ができる。�

○�はじ�め�て�み�よ�う�ク�ッ�キ�ン�グ　・�ク�ッ�キ�ン�グ　はじ�め�の�一�
歩　・ゆでてみよう　・ゆで野菜のサラダをつくろう�

エ　米飯及びみそ汁の調理�ができる。�

○元気な毎日と食べ物　・ごはんとみそ�し�るをつくろう�

○くふう�し�よう　朝の生活�
・朝食を考えよう�（フライパンを使った調理）�
○くふう�し�よう　楽�し�い食事�
・身近な食品でおかずをつくろう�（�じ�ゃがいもの調理）�

（ABCDや�（1）�～�（3）�，�ア�イ�ウ�エ�は�学習指導要領�の�表現�で�す�。�○�や�・�部分�は�新教科書�の�タ�イ�ト�ル�・�内容等�を�表�し�て�い�ま�す�）�

中　学　校�

○ガ�イダ�ンス�（さ�あ，�家�庭科�を学�びま�し�ょう，�2年�間で�学ぶ�家�
庭科）�　○見つめてみよう　�わた�し�と家族の生活�

備　考�

（1）�　�自分の成長と家族�
　　�　�ア　自分�の成�長�と家�族�や家�庭�生活�と�のか�か�わり�につ�

いて考える。�

（2）�　�家庭と家族関係�
　　�　�ア　家庭�や�家族�の�基�本的�な�機能�と，家�庭�生活�と�地�域�

とのかかわりについて理解す�る。�
　　�　�イ　これ�から�の�自分�と�家族�と�のか�か�わり�に�関心�をも�

ち，家族関係をよりよくする�方法を考える。�

（3）�　�幼児の生活と家族�
　　�　�ア　幼児�の�発達�と�生�活の�特�徴を�知�り，子�ども�が�育�つ�

環境と�し�ての家族の役割について理�解する。�
　　�　�イ　幼児�の観�察�や遊�び�道具�の�製作�な�どの�活�動を�通�し�

て，幼児の遊びの意義につい�て理解する。�
　　�　�ウ　幼児�と�触れ�合�う�など�の�活動�を�通�し�て，幼�児�へ�の�

関心を深め，かかわり方を工�夫できる。�
　　�　�エ　家族�又�は幼�児�の�生活�に�関心�を�も�ち，課題�を�も�っ�

て家�族�関係�又�は幼�児�の生�活�につ�い�て工�夫�し�，計画�
を立てて実践できる。�

　小学校では，４年まで�の学習を振り返り，２学年間�の�
見通�し�がもてるようにするため�のガイダンスと�し�て扱い，�
またＡ～Ｄの学習を貫く�視点と�し�て各内容とも関連させ�
て取り扱う。�
　中学校では，小学校家�庭科の学習をふまえて，３学�年�
間の見通�し�をもたせるためのガイダンス�と�し�て扱い，ま�
たＡ�（２）�・�（３）�の導入と�し�て関連を図って取り扱う。�

　�（1）�ア・イ�
　Ｂ�（２）�・�（３）�の項目ほか，アではＡ�（２）�「家庭生活と�
仕事」の内容，イでは�Ａ�（３）�「家族や近隣の人々との�
かかわり」の内容とも�関連を図るように配慮する。�

（1）�　�中学生の食生活と栄�養�
　　�　�ア　自分�の�食生�活�に�関心�を�もち，生�活�の�中で�食�事�が�

果た�す�役割�を�理解�し�，健�康に�よ�い食�習�慣に�つ�いて�
考える。�

　　�　�イ　栄養�素�の種�類�と�働き�を�知り，中�学�生�に必�要�な�栄�
養の特徴について考える。�

（2）�　�日常食の献立と食品�の選び方�
　　�　�ア　食�品�の�栄�養�的�特�質�や�中�学�生�の�1日�に�必�要�な�食�品�

の種類と概量について知る。�
　　�　�イ　中学生の1日分の献�立を考える。�
　　�　�ウ　食品の品質を見分け�，用途に応�じ�て選択できる。�

（3）�　�日常食の調理と地域�の食文化�
　　�　�ア　基礎的な日常食の調�理ができること。�また，�安全�

と衛�生�に留�意�し�，食品�や�調理�用�具等�の�適切�な�管理�
ができる。�

　　�　�イ　地域�の�食材�を�生�かす�な�どの�調�理�を通�し�て，地�域�
の食文化について理解する。�

　　�　�ウ　食生�活�に関�心�を�もち，課�題�をも�っ�て�日常�食�又�は�
地域�の食�材�を生�か�し�た�調理�な�どの�活動�に�つい�て�工�
夫�し�，計画を立てて実践でき�る。�

　�（2）�
　Ｂ�（１）�・�（３）�の項目や給食の献立との�関連を図り，日�
常生活に即�し�て具体的に学習できるよう�にする。�

　　�（2）�　�ア・イ�
　これまで中学校で扱っ�ていた五大栄養素を，小学校�で�
扱うこととなった。中学�校で学習する日本食品標準成�分�
表や食事摂取基準，食品�群別摂取量の目安などの学習�に�
つなげる内容と�し�て，小学校では五大栄養素の�基礎的事�
項について扱うように配�慮する。�

　　�（3）�
　生の肉や魚は小学校で�は扱わず，中学校で取り扱う�。�

　�「食育」�の充実�
　小学校においては，家�庭科などの食に関する指導を�中�
核と�し�て，教育活動全体で一貫�し�た取り組みを推進する�
ことが大切。�
　家庭科教育では，食事�を大切にする心，望ま�し�い栄養�
や食事のとり方，食品の�品質や安全性等に関する基礎�知�
識，調理の基礎的・基本�的な知識・技能などを総合的�に�
育む観点から推進するこ�とが必要である。�

　�（1）�～�（3）�
　これらの内容の指導に�当たっては，小学校で学習�し�た�
「Ｂ　�日常の食事と調理の基礎」�の内容�（１）�・�（２）�・�（３）�
に関する基礎的・基本的�な知識と技能などを基盤に�し�て，�
適切な題材を設定�し�，相互に関連を図って総合�的に展開�
できるように配慮する。�

小�

小�

小�

小�

小�

中�

中�

中�

中�

ウ　ゆでたり，いためたり�し�て調理ができること。�

小�中�
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小学校家庭と中学校技術・家庭「家庭分野」の系統性…その2

小　学　校�

5　年� 6　年�

学校種�

学習内容�

C
（1）�　�衣服の着用と手�入れ�
　　　�ア　衣服の働きが分かり�，衣服に関心をもって日常着�の快適な着方を工夫できる�。�

○暑い季節を快適に　・すず�し�い着方をくふう�し�よう�

イ　日常着の手入れが必要�であることが分かり，ボタ�ン付けや洗濯ができる。�

（2）�　�快適な住まい方�
　　　�ア　住まい方に関心をも�って，整理・整頓や清掃の仕�方が分かり工夫できる。�

○�寒�い�季�節�を�快�適�に　・�あ�た�た�か�く�明�る�い�住�ま�い�方�を�く�ふ�
う�し�よう�（採光・照明，暖ぼう器具の安全・かん気）�

○かたづけよう身の回り　�
・生活�し�ている場所に目を向けよう�
・整理・整とんをくふう�し�よう�
（持ち物の分類，衣服のたたみ方をくふう�し�よう）�

　�衣�
生�
活�
・�
住�
生�
活�
と�
自�
立�

　�快�
適�
な�
衣�
服�
と�
住�
ま�
い�

D

　�身�
近�
な�
消�
費�
生�
活�
と�
環�
境�

　�身�
近�
な�
消�
費�
生�
活�
と�
環�
境�
 �

（3）�　�生活に役立つ物�の製作。�
　　　�ア　布を用いて製作する�物を考え，形などを工夫�し�，製作計画を立てる。�
　　　�イ　手縫いや，ミシンを�用いた直線縫いにより目的に�応�じ�た縫い方を考えて製作�し�，活用できる�
　　　�ウ　製作に必要な用具の�安全な取扱いができる。�

○は�じ�めてみよう　ソーイング�
・針と糸にチャ�レ�ンジ　・楽�し�い小物づくり�
○わくわくミシン�
・ミシンぬいにチャ�レ�ンジ　・計画を立てて，�つくってみよ�
う�（ランチョンマッ�ト�，クッション，カフェエプロン）�

○生活を楽�し�く�し�よう　ソーイング�
・つくりたい物を考え計画�し�よう�
・くふう�し�てつくろう�（マ�イバッグ，ナップザック，エプロ�
ン，まくらカバーなど）�
　�

（2）�　�環境に配慮�し�た生活の工夫�
　　　�ア　自分の生活と身近な�環境とのかかわりに気付き，�物の使い方などを工夫でき�ること。�

○はじ�め�て�み�よ�う�ク�ッ�キ�ン�グ�（ガ�ス�・�水�の�節�約�）�・�環�境�を�考�
えてあとかたづけを�し�よう�
○できるようになったかな家庭�の仕事�（仕事をするとき環境�
のために気をつけること，不用品の活用）�

○わくわくミシン�（布のたち方）�
○�じ�ょうずに使おう　物やお金�
○寒い季節を快適に�
○環境を考えた「エコライフ」をくふう�し�よう�

中　学　校�

○寒い季節を快適に　・あたたかい着方をくふう�し�よう�

備　考�

（1）�　�衣服の選択と手入れ�
　　�　�ア　衣服�と�社会�生�活�との�か�かわ�り�を�理解�し�，目�的�に�

応�じ�た着用や個性を生かす着�用を工夫できる。�
　　�　�イ　衣服�の�計画�的�な�活用�の�必要�性�を�理解�し�，適�切�な�

選択ができる。�
　　�　�ウ　衣服�の材�料�や状�態�に応じ�た日�常�着の�手�入れ�がで�

きる。�

（2）�　�住居の機能と住まい�方�
　　�　�ア　家族�の�住空�間�に�つい�て�考え，住�居�の�基本�的�な�機�

能について知る。�
　　�　�イ　家族�の�安全�を�考え�た�室内�環�境の�整�え方�を�知り，�

快適な住まい方を工夫できる�。�

（3）�　�衣生活，住生活など�の生活の工夫�
　　�　�ア　布を�用�いた�物�の�製作�を�通�し�て，生�活�を豊�か�に�す�

るための工夫ができる。�
　　�　�イ　衣服�又�は住�ま�い�に関�心�をも�ち，課�題�をも�っ�て�衣�

生活�又�は住�生�活に�つ�いて�工�夫�し�，計�画�を立�て�て実�
践できる。�

　�（1）�　�ア・イ�
　Ｃ�（２）�・�（３）�の項目と相互に関連を図�ることが考えら�
れる。アでは，Ｃ�（２）�イの事項と関連をはかり�，季節の�
変化や住まい方に合わせ�てすず�し�い着方やあたたかい着�
方を考えるなど，衣服の�はたらきについて日常生活と�関�
連させて学習することも�考えられる。�
　イの洗たくでは，Ｄ�（１）�と関連付けて，表示調べを�し�
たあと洗たくの学習を行�い，さらに洗たく水や洗剤と�関�
連�づ�け�て�（２）�の�環�境�学�習�に�発�展�さ�せ�る�こ�と�も�考�え�ら�れ�
る。�
　洗剤のはたらきは中学�校で学習するので，小学校で�は�
身近な環境への影響を考�えた洗剤量などを中心に扱う�。�

　�（2）�　�ア�
　Ｄ�（２）�の環境内容との関連を�図って取り扱う。�

　�（2）�　�イ�
　前�回�は�課�題�選�択�で�あ�っ�た�が，今�回�は「暑�さ�・�寒�さ，通�
風・換気及び採光」のい�ずれもすべての児童に学習さ�せ�
ることとなった。�
　Ｄ�（２）�の環境内容と関連を図�って省エネルギーにつな�
げるなどの展開も考えら�れる。�

　�（3）�
　製作題材は指定�し�ていないので，２学年間を�見通�し�て，�
平�易�な�も�の�か�ら�段�階�的�に�題�材�を�発�展�さ�せ�な�が�ら，基�礎�
的・基本的な技能の定着�を図るようにする。�

　�（1）�～�（3）�
　これらの内容の指導に�当たっては，小学校で学習�し�た�
「Ｃ　�快適な衣服と住まい」�の内容　�（１）�・�（２）�・�（３）�　�に�
関する基礎的・基本的な�知識と技能などを基盤に�し�て，�
適切な題材を設定�し�，相互に関連を図って総合�的に展開�
できるように配慮する。�

小�

小�

中�

中�

・洗たくを�し�てみよう�・針と糸にチャ�レ�ンジ　・楽�し�い小物づくり�（ボタンつけ）�

○きれいに�し�よう　クリーン大作戦　�
・身の回りのよごれを調べてみよう�
・そう�じ�を�し�てきれいに�し�よう�
　�

イ　季節の変化に合わせた�生活の大切さが分かり，快�適な住まい方を工夫できる。�

○�暑�い�季�節�を�快�適�に　・�す�ず�し�い�住�ま�い�方�を�く�ふ�う�し�よ�う�
（通風，緑のカーテン，打ち水，冷房器具の使い方）�

（1）�　�物や金銭の使い�方と買物�
　　　�ア　物や金銭の大切さに�気付き，計画的な使い方を考�える。�
　　　�イ　身近な物の選び方，�買い方を考え，適切に購入で�きる。�

○かたづけよう　身の回り�（持ち物の分類）�
○じ�ょ�う�ず�に�使�お�う　物�や�お�金　・�物�や�お�金�の�使�い�方�を�見�
直そう　・買い物の�し�かたを考えよう�

○くふう�し�よう　朝の生活�
○きれいに�し�よう　クリーン大作戦�
・�ト�ライ！エコ生活�
○暑い季節を快適に�
○考えよう　これからの生活�
・わた�し�たちの生活と環境・人びとや環境とのかかわり�
　�
　�

小�

小�

小�

小�

（1）�　�家庭生活と消費�
　　�　�ア　自分�や�家族�の�消�費生�活�に関�心�を�もち，消�費�者�の�

基本的な権利と責任について�理解する。�
　　�　�イ　販売�方�法の�特�徴�につ�い�て知�り，生�活�に必�要�な�物�

資・�サ�ー�ビ�ス�の適�切�な選�択，購�入及�び�活用�が�でき�
る。�

（2）�　�家庭生活と環境�
　　�　�ア　自分�や家�族�の消�費�生活�が�環境�に�与え�る�影響�につ�

いて�考�え，環境�に�配慮�し�た消�費�生活�に�つい�て�工夫�
し�，実践できる。�

　�（1）�　�イ�
　買い物の学習では，Ａ�（３）�の団らんのための買い物�や，�
Ｂ�（３）�の調理の材料の選択・購�入，Ｃ�（２）�の持ち物の見�
直�し�学習，Ｃ�（３）�の材料・用具の選択・購入な�どと関連�
させて展開させることが�考えられる。�

　�（2）�　�ア�
　Ｂ�（３）�の学習との関連を図っ�て調理実習の材料などを�
無駄なく使うことを考え�させたり，Ｃ�（２）�のごみの分別�
や減量の�し�かたを工夫させたり，Ｃ�（３）�の布の扱い方と�
関連させたり�し�て効果的に学習を展開す�ることが考えら�
れる。�

　�（1）�・�（2）�
　小学校で学習�し�たＤ�（１）�・�（２）�の内容を基盤に�し�，�中学�
校Ａ�・�Ｂ�・�Ｃの学習と関連を図り�総合的に展開できるよう�
に配慮する。�

小�中�

小�中�

○くふう�し�よう　朝の生活　・朝食のおかずを調理�し�よう�
（材料を買うときに気をつけること）�
　�

とん�



表紙からガイダンスが始まります�
●はじめての家庭科の授業に，期待をふくらませる子どもたち…。そんな子どもたちに，まずは表紙からストーリー性のある�
　ガイダンスが始まります。�

基礎・基本を繰り返し，積み上げていく�
ことで学習が定着します�

● 基礎・基本の定着を図るためには，繰り返し学習して習熟度を高めていくことが大切です。�
● 5学年1学期で，調理の基礎を確実に身につけるために題材を細かく構成・配列し，スモールステップで学習を積み上げられるようにして�
　 います（p.6～15）。また，製作の基礎的技能を，作品づくりを楽しみながら繰り返し練習することで身につけることができます。（p.16～22）�

ガ
　
イ
　
ダ
　
ン
　
ス�

2
年
間
の
ま
と
め�

5
年
生
の�

ま
と
め�

表 紙� 2年間で学ぶ家庭科�

①わたしたちの生活と環境�
②感謝の気持ちを伝えよう�
③人びとや環境とのかかわり�

家庭科の学習をふり返り，生かそう�
環境を考えた「エコライフ」をくふうしよう�

考えよう これからの生活�

2年間のまとめと中学校への橋渡し�
・小学校でできるようになったこと�
・中学校に向かって…技術・家庭科で学びたいこと�

5年生での実践・体験的な学習�

6年生での実践・体験的な学習�

クッキング�
はじめの一歩�
〈湯をわかしてみよう〉�

2年間を見通して�
さあ，家庭科を学びましょう�

１見つめてみよう�
　わたしと家族の生活�

3
　
は
じ
め
て
み
よ
う

ソ
ー
イ
ン
グ
�

2
　
は
じ
め
て
み
よ
う

ク
ッ
キ
ン
グ
�

1 ゆでてみよう�
〈たまごをゆでよう〉�

2 ゆで野菜のサラダを�
つくろう�
3

〈青菜をゆでよう〉�
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2学年にわたって学習する意義�

実験・観察等で事象や原理を科学的に理解し，�
生活実践につなげる。�

このように，題材と題材が常に関連して，�
ストーリー性のある学習になります。�

�

「快適な衣生活と住生活」は�

学ぶ時期・学ぶ季節を適切に設定しています�
●〈快適な衣生活と住生活〉は，学習する子どもたちが一番実感できる時期や季節を考慮して，2つの題材構成とし，2学年間に�
　わたって段階的かつスパイラルに学べるようにしています。そうすることで，学習意欲も高まり，学習効果が得られます。�
�

環境教育は日常生活に直結しています�
●「ごみを出さない（断る）」ことが出発の4Ｒでまとめています。�

マークのある�
教科書ページ�

▲p.60～61

▲p.74～75

▼p.79

p.7，12，28，29，57，60～61，67，73，�
74～75，78，79，83，103，107～108

　寒さから身を防ぐことを考える場合は，まず暖かい
着方を，一方，「暑い季節を快適に」では，天候との
関係で洗たくの実習を7月に扱えるようにするため，
住まい方が先です。�
　「寒い季節を～」では，①省エネ（環境）とも関連させ，
まず重ね着の工夫（衣の環境），②次に暖房を用いた工
夫を考える流れです。「暑い季節～」では，涼しくす
るために，①窓を開けたり，打ち水をしたり，自然の
力を利用したりするなどの外的環境を工夫，②次に涼
しい着方の工夫や着方を学んだ後に，着用後の汗で汚
れた衣服を洗たくする，というように，時間軸を意識
した流れです。�
�

●題材（項目）としての「環境」と，調
理実習や整理・整とん，洗たく等，衣・
食・住に関する学習の中での実践的
な「環境」の両面から取り上げてい
ます。そうすることによって，日常生活
に直結した，生きた環境教育ができる
のです。�

●人間を包むいちばん身近な環境である「衣」の�
　内容から始めます。�

●「衣服のはたらき」は，なるべく早い時期に学ぶこ�
　とによって，着方の工夫が実践できます。�
　（保健衛生的・活動的なはたらき）�

●人間を取り巻く身近な環境である「住まい」に関�
　して，あたたかく明るい住まい方を工夫できます。�

●住まい方の学習（すずしい住まい方）から始めま�
　す。（夏をすずしくするためには，まず住まいやそ�
　の周辺の外の環境をすずしくすることから）�

●すずしい着方を考えたら�
　　　　　　 ↓�
　夏は特に汗をかくなどするので衣服を清潔に。�
　　　　　　 ↓�
　衣服の手入れ（洗たく実習）�

日光・自然の利用・暖房器具の利用�
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給食からつながる「食」の学習を大切にして� います�

折り込み（p.106）の「栄養素のおもなはたらきと食品の分類」は，食に関する学習時に開いたままで活用できます。�

食品の3つのグループと�
五大栄養素のはたらき，�
食品の関係がわかります�

●食品の3つのグループと五大栄養素のはたらき，食品の関係がスムーズに�
　展開されています。�

日本の食文化を�
重視しています。�

導入は給食�
から�

▲p.106（折り込みページ）�

▼p.59

▲p.41

▲
� p.46

▲
� p.47

▲p.106（折り込みページ）�▲p.96～97

▲p.38～39
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イ� ン� フ� ォ� メ� ー� シ�ョ� ン�
�

本書の内容�

序　章　問題設定�

第Ⅰ部　食卓での家族団らんの現実と言説�

第Ⅱ部　教科書・雑誌における食卓での家族団らん�

　　　　言説の歴史的変遷�

第Ⅲ部　これからの食と家族�

　“幸せな家族”の象徴としての食卓「食卓での家族

団らん」はどのように意味づけられてきたのか，言説の

初出，歴史的変遷をたどり，今後の家族団らんに関す

る教育のあり方について考察する。（世界思想社）�

　�

　「食卓での家族団らん」をテーマに，20年間研究を

続けてきた著者は，序章とあとがきの一節において，以

下のように述べている。改めて，家庭科教育が担うべき

方向性についての課題の大きさと重要性を考えさせら

れるものである。�

　�

（序章より）�

　「（前略）本書は，大きく分けて三つの部分からなっ

ている。第Ⅰ部では，現在，食卓での家族団らんに抱か

れているイメージと，戦前の食卓での家族団らんの実

態を押さえる。第Ⅱ部では，明治期の婦人雑誌・総合

雑誌，修身教科書，家事科・家庭科教科書を分析資料

として，「食卓での家族団らん」言説の初出，近代から

現在まで続けられてきた食卓での家族団らんに関する

教育について明らかにする。そして第Ⅲ部では，第Ⅱ

部までに明らかにした歴史的変遷と現在の実証研究

をふまえて，食と家族の未来について考えたい。（中略）

歴史を通して現代の問題を浮かび上がらせることが，

本書の最大のねらいである。」�

（あとがきより）　　　　　　　　　　　　　　　

　「食卓での団らんがいつから現在のように重要視さ

れるようになったのか，かねてから不思議に感じていた。

明治期の家事科教科書を調べてみると，現行の家庭

科教科書のように，食卓での家族団らんの推奨が行わ

れている。家事科教科書を用いて食卓での家族団ら

んが日本の家族に定着した過程を明らかにすることは，

家庭科教育，家政学原論とが結びつく格好のテーマ

である。（中略）これからの食卓での家族団らんはどう

なるのか，どのように教育していけばよいのか，本書では

充分に答えを出したとはいえない。今後も研究を続け

ながら新しい道を探っていけたらと思う。」�

図書紹介�

食卓と家族�
家族団らんの歴史的変遷�
表 真美（おもて まみ）著�

世界思想社�
定価　本体2,300円+税�
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